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報道関係各位 

 

2013 年 3 月 14 日 

 

 

株式会社インテック 

インテック、富山県立大学にて公開寄附講義を開講 

代表取締役の中尾哲雄をはじめ、第一線の研究者が講義を担当 

 

株式会社インテックは、代表取締役ＣＥＯの中尾哲雄が客員教授を務める富山県立大学工学部

情報システム工学科にて、４月より寄附講義を開講いたします。中尾哲雄をはじめ、第一線で活

躍される方々が講義を担当いたします。 

当講義は公開講座とし、富山県立大学の学生のみならず地域の皆様へ無料で公開いたします。 

 

 

１．開講科目 

   企業経営概論（株式会社インテックによる寄附講義） 『ＩＴ産業の歴史と未来』 

 

２．担当 

富山県立大学客員教授 中尾 哲雄（株式会社インテック代表取締役） 

 

３．単位数 

 ２単位 

 

４．期間 

 平成２５年４月１５日（月）～８月５日（月） 毎週月曜日 １４：４０～１６：１０ 

 ※４月２９日（祝・月）の講義は５月２日（木）に振り替えます。 

 

５．講義内容など 

   添付資料をご覧下さい。 

  ※全ての講義を公開講座とします 

 

６．公開講座の受講について 

 受講に関するお問い合わせは、富山県立大学 教務課 教務学生係までご連絡願います。 

    TEL：(0766) 56-7500（代）  e-Mail：kyoumu@pu-toyama.ac.jp 

 

◆株式会社インテックについて 

お客さまの経営戦略に沿った情報化戦略の立案からシステムの企画、開発、アウトソーシング、

運用保守まで、IT分野において幅広く事業を展開しています。特に、データセンター事業は、

東京、横浜、大阪、富山などのデータセンターを高速回線で接続した高信頼性サービスを提供
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しています。2014年1月11日に創立50年を迎えるインテックは、産業と社会システムの高次化に

資するユビキタスICTカンパニーとして、グローバルな視野で、次なる50年へと新たな挑戦を続

けてまいります。 

参考) インテックホームページ http://www.intec.co.jp/ 

 

※ 本文に記載されている会社名、商品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 

※ 記載した内容は本発表日現在のものです。 

※ 本件については、本日（3/14）富山県立大学からもプレスリリースされる予定です。 

 

【報道関係からのお問い合わせ先】 

株式会社インテック 広報室（富山） 担当：稲田 

TEL: 076-444-8008  FAX： 076-444-1161  e-Mail： kouhou@intec.co.jp 

 

【内容に関するお問い合わせ先】 

 株式会社インテック 秘書室 担当：若林 

TEL：（076）444-8002  e-Mail:  wakabayashi_makoto@intec.co.jp  

 



富山県立大学記念講義 
 

 

－ ＩＴ産業の歴史と未来 － 

株式会社インテック寄附講義 

 

 

 

開講要領 

 

 

１．開講科目 

   企業経営概論（株式会社インテックによる寄附講義） ＩＴ産業の歴史と未来 

    ※公開講座とする 

 

２．担当 

   客員教授 中尾 哲雄（株式会社インテック 代表取締役） 

 

３．開講学科・年次 

   工学部情報システム工学科 ３年次前期 

 

４．単位数 

   ２単位 

 

５．期間 

 平成２５年４月１５日（月）～８月５日（月） 毎月曜日 １４：４０～１６：１０ 

 ※４月２９日（祝・月）の講義は５月２日（木）に振り替える。 

 

６．講義概要・目標 

 本講座では、めざましく発展した「情報技術」が、企業・産業を通じていかに社会 

に溶け込んできたか、その経緯、理由に関して一定の知見を得ることを目標とする。 

 前半は１９６０年代から約５０年に渡るＩＴ産業発展の歴史を、以下のフェーズごと

に振り返る。 

 

  ①「コンピュータ」の黎明期 

  ②「通信」との融合期 



  ③「パーソナル化」の進展期 

  ④「インターネット」の出現期 

 

  上記それぞれのフェーズにおいて、「技術革新」がもたらしたインパクト、「産業化」 

 の過程における経営者の視点、ＩＴ産業の発展を支えた市場、および社会的な「背景」 

 などについて、技術的、経営的、学術的観点から考察する。 

  さらに、後半では、ＩＴとグローバル化との関連、およびＩＴの今後など、「未来」 

 に目を向けて、将来ＩＴ産業を担う学生諸氏の視野を広げることを目指す。 

 

７．講義内容・担当講師（添付） 

 

８．講義を通じて学んでいただきたいこと 

  本講座ではＩＴ産業がたどった半世紀を振り返るが、史実の解釈はさまざまであり、 

 講師の側もその思いから逃れることは難しい。したがって、ＩＴ産業５０年の歴史か 

 ら学生諸氏が何を学ぶかは、皆さんの裁量に委ねざるを得ない。しかしながら、本講 

 座を通じて、例えば以下のような学びを得ることができれば幸いである。 

 

●技術は「複眼思考」であること 

 ＩＴ産業の歴史において、「技術」はいつの時代もパラダイムを変える起点として、

重要な役割を果たしてきた。例えば、「技術の発展」という側面においては、次のよ

うな視点も存在する。 

 

①革新的技術の開発誘因 

 パラダイムを変えるほど重要な技術は、戦争などを契機とした国家レベルでの

技術開発によるものが多い。例えば、欧州における暗号解読用計算機の開発、通

信網の破壊に備えた通信ネットワークの整備などを例に挙げることができよう。

これはこのような大掛かりな技術は一企業が取り扱うには費用がかかりすぎるた

めであると考えられる。しかし、ＩＴ化が進み、世界人口の何割かが「擬似」情

報技術者となった今日、その流れは変わりつつあるのではないだろうか。 

 

②プラットフォームの重要性 

 多くは技術そのものの「革新性」のみでは産業に結びつかなかった。しかし、

プラットフォームが整備・標準化されると、次々に新しい活用法が生まれ、社会

への浸透が加速した。有力なプラットホームとして、汎用機全盛の時代はＩＢＭ

－ＯＳ、パソコンの普及期ではＭＳ－ＤＯＳ、インターネットにおいてはＷＷＷ

などを挙げることができる。 

 

③「プログラマブル（※１）」を超えるアーキテクチャー（※２）はあるか 

 技術の発展は、「ＸＸの法則（※３）」に代表される半導体の劇的な進化によって

支えられてきた。しかし、アーキテクチャーに目を向けると、その基本コンセプ



トはいまだに１９５０年代の領域を超えていないのではないだろうか。 

※１ 固定的なロジックだけでなく、ソフトウェアプログラムによって動作を 

   制御できるハードウェアデバイス、あるいはマクロなどによって一連の 

   作業指示を与えることが出来るアプリケーションなどのこと。 

※２ 設計思想・概念 

※３ ＸＸに入る名称：ムーア、ギルダー、メトカーフ 

 

●産業は「利用者の視点」であること 

 パラダイムの変化をともなう産業の発展は、多くの場合「技術」を起点として加速

されてきた。しかし、技術のみが産業の発展を牽引することはほとんどないといって

よい。 

 例えば、日本の「パソコン」は、半導体の集積率向上によって一時は米国のそれを

凌駕し、世界市場を席巻した。これはタイプライターを持たない日本語（漢字）文化

において、既に「日本語ワープロ」が革命的に受け入れられていたことと無関係では

ない。また、通信費の低価格化によるコミュニケーション手段の変化、回線の大容量

化によるデータ通信の効率化などにより利用者が享受するメリットが向上したため、

通信とコンピュータの融合がより促進された、と考えることができる。 

 

●ＩＴの市場浸透メカニズム 

 ＩＴが市場に浸透していくメカニズムを広い視点で理解することは、将来のビジネ

スチャンス獲得につながる。多くの企業がパラダイムの変化をビジネスチャンスとし、

あるいは（擬似的な）パラダイム変化を起こしながら、成功を模索している。 

 歴史的に見れば、ＩＴの浸透は、①時間・空間の細粒化と拡張、②サービスの重畳

化、③集中型から分散型への移行、④管理から放任へと移行する情報主権など、いく

つかの軸を探し出すことができる。 

 

 今後のＩＴ産業を支える学生諸氏には、技術、産業、市場に対する複眼的思考と、歴

史の中からＩＴ産業の将来を見出す力を身につけていただければ幸いである。 

 

以 上 

 



富山県立大学寄附講義　講義内容・担当講師

開講日 開講時間 所属・役職 氏名

1 4月15日(月) 14:40 - 16:10 ＩＴ産業史総論
株式会社インテック
代表取締役最高経営責任者

中尾哲雄

2 4月22日(月) 14:40 - 16:10 IT産業史から考える
株式会社インテック
専務取締役

鈴木良之

3 5月2日(木) 14:40 - 16:10 計算機からコンピュータへ①（技術）
株式会社インテック
先端技術研究所　博士（工学）

新森昭宏

4 5月13日(月) 14:40 - 16:10 計算機からコンピュータへ②（産業・経営）
株式会社富士通研究所
エキスパート 工学博士

安部文隆 　

5 5月20日(月) 14:40 - 16:10 通信とコンピュータの融合①（技術）
株式会社インテック
執行役員先端技術研究所長

河崎哲男

6 5月27日(月) 14:40 - 16:10 通信とコンピュータの融合②（経営）
株式会社プラネット
代表取締役会長

玉生弘昌

7 6月3日(月) 14:40 - 16:10 電話とスマートフォン
日本電気株式会社
エグゼクティブエキスパート

今井恵一

8 6月10日(月) 14:40 - 16:10 グローバルＩＴ産業の潮流
エクイニクスジャパン
代表取締役

古田敬

9 6月17日(月) 14:40 - 16:10 インターネットの出現①（技術）
株式会社インテック
先端技術研究所特別研究員　博士（情報理工学）

中川郁夫

10 6月24日(月) 14:40 - 16:10 インターネットの出現②（産業、政策）
東京大学大学院
情報理工学系研究科教授　工学博士

江崎浩

11 7月1日(月) 14:40 - 16:10 ＩＴの未来（ロボット） 株式会社インタラクティブラボラトリー顧問 大槻　正

12 7月8日(月) 14:40 - 16:10 ＩＴの未来（M２M）
東京大学
先端科学技術研究センター教授　工学博士

森川博之

13 7月22日(月) 14:40 - 16:10 ＩＴの未来（プラットフォーム）
慶應義塾大学
総合政策学部長　経営学博士

國領二郎

14 7月29日(月) 14:40 - 16:10
ＩＴの未来
　（スマートカーと自動運転とオンラインゲーム)

インテル株式会社
ダイレクター

野辺継男

15 8月5日(月) 14:40 - 16:10 ＩＴ産業史論（総括）
株式会社インテック
代表取締役最高経営責任者

中尾哲雄

※講師は変更となる場合があります。

　
株式会社インテック

担当講師
備考No.

日程
講義内容


